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解　　　　説

統計解析システムSAS概説（5）

武富　敬＊，大賀　豊満＊＊，石田　いつ子＊，永井　徳仁＊＊，遠矢　真知子＊，景川　耕宇＊

　今回，統計解析結果の手軽な図表出力，時系列解析の充実などを目的として，SASと関連した他

のソフトウェアプロダクトであるSAS／GRAPH，SAS／ETS（Econometric　and　Time－Serie8

hbrary）を導入した．これによって，　SASを含むデータ解析分野の環境が更に充実するものと期

待される．その公開については，センターニュース等でお知らせするつもりなので，注意して頂きた

い．また，SAS自体も，新機能（％INCLUDEによるステートメントの取り込み，　Full－Screen

Optionの機能など）の開発や新しい種々のオプション・SAS関数の追加等に見られるように，ま

だまだ発展し続けるシステムのようである．これらの様子は，SAS　Institute社の発行する季刊の

「SAS　Commu㎡cations」＊＊＊等で窺い知ることができるが，これらについても随時お知らせして

いくつもりである．

　12では，SASデータセットの管理機能について述べる．　SET，MERGE，UPDATEの各ステー

トメントの機能，付随したオプション，使用例などについて概説する．これらのステートメント（及

びそれに続くプログラムステートメント）が与える，データの検索・抽出，分割・合成などの機能は，

SASを単純な関係型（relational）データベースを扱うデータベース管理システムと見なすことが

できることを示す．13では，データ解析においては避けられない欠損値の取り扱いについて述べる．

レポート作成などに使用されるFILE，PUTステートメントについては，次の機会に述べることに

し，以上でDATAステップに関する概説は，一応終りとする［1，2］．次章から，　PROCステッ

プ，すなわち各SASプロシジャの使用法の概説に移る．まず，14では，　PROCステップについて

概観する．15では，他の統計パッケージとのインターフェイスをとるためのCONVERTプロシジャ

について述べる．ここでは，特にSPSSとのインターフェイス（SPSSシステムファイルのSASデ

ー タセットへの変換）に限って述べる．16では，SASユーティリティズにっいて概説する．一般的

なユーティリティとして，SORT，PRINTの各プロシジャについて述べ，　SASデータセット処理の

ためのユーティリティとして，CONTENTS，COPY，DELETE，DATASETSの各プロシジャにつ

いて述べる．

　なお，SAS／GRAPHについて概要を知りたい方は，名大大型計算機センターニュースの解説

［6］を参照されるとよい．

12　SASデータセット管理

実際のデータ解析にあたっては，様々の試行錯誤の繰り返しや，データの多面的解析のために，デ

ー タのサブセット化，データセットの連結，多数のデータセットのマージ（併合），データの更新な

＊　　九州大学大型計算機センター　研究開発部

＊＊　　　　　　　同　　　　　　　業務掛

＊＊＊　「SASユーザズグループ」の会合で配布している資料の一つである．　SAS，SAS／GRAPH，

　　　SAS／ETSの現在の状況についてのNewsletter．
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解　　　　説

どの作業が不可欠である．これらデータセットの操作のための機能を与えるのが，これから述べる

SET，MERGE，UPDATEステートメントである．

　文献［3］で述べたように，SASで取り扱うデータは，原則として行方向にオブザベーション，

列方向に変数を配列した行列構造（表の形式）をとるので，単純な関係モデルに属するデータを取り

扱うものと見なしてもよい．それら単純な関係型データベースにおける，データの検索・抽出，分割

・合成などの機能を与えるものが，ここに述べるステートメント（及びそれに続くプログラムステート

メント）と考えることも可能である．こうして，SASを単純な関係型データベースを扱うデータベ

ー ス管理システムとして捉える見方は，実際に，本センターの利用者のあるグループによる“医療情

報データベース”構築へのSASの利用として応用され，一応の成果が得られている［4］．更に付

け加えると，SASには，データベース保護（protection）の機能もある程度備わっていて，データセ

ットの使用や消去に関する保護が可能である（マニュアル［5］のAppendix　10を参照）．また，

この場合にはそのデータベースの解析には，アプリケーションプログラム作成などは必要なく，SAS

プロシジャを適用することにより容易にできる訳である．

121　概　　要

　SET，MERGE，UPDATE各ステートメントの機能の概略は，次のとおりである．

　　SET－・・1つ又はそれ以上のSASデータセットから1行ずつオブザベーションを入力する．

　　MERGE・・・…2つ又はそれ以上のSASデータセットからのオブザベーションを併合する．

　　UPDATE……マスターデータセットをトランザクションデータセットにより更新する．

　ここで注意すべきことは，これらのステートメントの取り扱う対象がSASデータセットに限られ

ることである．よって，OSデータセットのままのデータは，5で述べた方法によりまずSASデー

タセットに変換することが先決である．

　次に，これらのステートメントに付随して使用されるオプション及びそれに伴う特有な変数につい

て述べよう．これらの変数の値をプログラムステートメントで用いることにより，更に柔軟なデータ

セット操作が可能である．ただし，これら変数の値そのものは，SASデータセットに出力されるこ

とはない．

　1）IN＝オプション

　　　形式は，以下のようである．

SASデータセット名（IN＝変数名）・・…　　；

　INの後ろに指定された変数の値は，現在のオブザベーションがどのデータセットから来ているか

を示し，INの前のSASデータセットに対応するものであれば1，そうでなければ0の値を．　SAS

が自動的に設定する．データセットの同定などに使用できる（12．2の例3参照）．

　2）END＝オプション

　　　形式は，以下のようである．

SASデータセット名・…　　END＝変数名；

九州大学大型計算機センター広報
VoL　　14　No．4　　1981 一 492一



解　　　　説

　ENDの後ろに指定された変数の値は，　SASデータセット全体に関するオブザベーションの終了，

すなわちEOF（End　Of　File）を検出して知らせるものであり，　EOFならば1，そうでなければ

0の値を，SASが自動的に設定する（12．2例3参照）．入力終了時の処理（例えば，入力したある

変数の総合計の出力など）に有効である．

　3）BYステートメントに付随した2つの変数（FIRST変数，　LAST変数）

　BYステートメントは，サブセット毎の処理をしたい時にキーとなる変数の指定に用いる．例えば，

SEXという変数が▼F▼と▼M▼の2つの値をとり，ソーティングによりサブセット化されている

とする．この時，BY　SEX；と指定することにより，▼F▼，▼M▼それぞれのサブセット毎の処

理が可能である．このサブセットのことをBYグループとも呼ぶ．

　SASでは．このBYステートメントが現われると，そこに指定された変数毎に，各BYグループの

最初と最後を示す次の2つの変数が作成され，値が自動的に設定される．

　　FIRST・by変数名　一・…・各BYグループの最初のオブザベーシ・ンが現れるごとに1，それ

　　　　　　　　　　　　　　　以外は0の値をとる．

　　LAST．　by変数名…一一・各BYグループの最後のオブザベーションが現れるごとに1，それ

　　　　　　　　　　　　　　　以外は0の値をとる．

　ここで，by変数名とは，　BYステートメントで指定した各々の変数名のことである（12．2の例4

参照）．

122SETステートメント

　SETステートメントは，　SASデータセットの入力による，データの追加，削除，サブセット化，

SASデータセットの連結などのために用いられる．以下に形式を示す．

SET　SASデータセット名［（IN＝変数名）］・…　　［RND＝変数名］；

これは，SPSSのGET　FILEカードの機能に対応する．　SASデータセットを複数指定した時に，

この過程で作られる全体のSASデータセットは，指定した各々に含まれていたすべての変数を含む

ものが作成される．この時。対応するものがない変数の値は，欠損値として作成される．

　　例1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DハT∧　S¢T　CIRCLE

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OBS　ID　　nAnE　　　　∧GE　SEX　I可EIGIIT　PULSE　　XI　　X2×3

農鑛f｛8avel　da｛8・・dlib・d…）。・d……・①　、3、。，M、，1㎝、，，62．96436．D
sa5sort　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　310　HARA　　　　　1？　　　「1　　49．1　　　52　　　　92　　87　A

READY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　210　nAGASI｝1∧　19　　　P　　　58．5　　　68　　　100　　96　A

sa6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4110　TOYODA　45　n　90．6　72　 73　79　B

；；血・誌き蹴』，＿．＿…、②　ii灘i‖貼iiii§iiii　ill！1
……P＿＿＿……………：：…§…7妻｝：妻孔』三iiii§　　　｝i　iii　…箋iii…：：ii　…　iiii　il　……1ii……

7？　　　　　　tiヒ1e　daヒa　8et：　8ubcirc1　，　　　　　　　　　　　　12　310　KMく熔PU　　　42　　　H　　　49・2　　　68　　　60　　　・　C
8？　　　　run　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　310　A●7AGUT1　　31　　　P　　　56．5　　　50　　　　　．　　32　D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　310　ROBハYA81　51　　　n　　　58・6　　　50　　　　81　　58　C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15110，跳雪UEARA　36　　P　　38．8　　64　　43　　．　D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　310　el1S工HOぽ0　65　　　n　　　72・3　　　64　　　　？6　　82　B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1？　110　nハTOOKA　　33　　　P　　　42・7　　　64　　　　49　　24　D

図15．SASデータセットCIRCLEの内容
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解　　　　説

①で既存のSASデータラィブラリSASDLIB．　　　　D＾TA　sET　suBclRcL

DATAをDD名SAVEで割り当てた．②で，その中に　　　゜Bs　ID脚E　AGE　sEx　t）81GHT　wG
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　310　1lAR∧　　　　　17　　　n　　　49．1　　89．5
含まれるSASデータセットCIRCLEを，　SETステ　　　　i　l｝1認＝RA　Ii　‖　Il：；；i：！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　4　　110　SAITOH　　　66　　　n　　　68・4　　40・0

一 トメントにより入力した．図15に，その内容を不　　　　i；｛1牒含謬A器　；1毅｛器：1

す．③で，SEXの値が▼M▼のものだけ取り出し，　　　　；i｝1朧鵠器器　｛1；；：1！；：；

オブザベーションに関するサブセット化を行った．　　　図16．例1により，行，列方向のサブセ

④で，入力変数X1，　X　2の平均を計算し，新変数　　　　　ット化などを行った後のSASデー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タセットSUBCIRCLの内容
AVGを生成して，変数の付加を行った．⑤で，

DROPステートメントにより，変数PULS且X1からX3までを落し，変数に関するサブセット化

を行った．⑥で，データセット変容後の内容を出力した．それを図16に示す．図15と比較すれば，

データ操作の内容が読み取れるであろう．

　例2．　　　　　　　　　　　　　　　眺TA　S8T　SORTCIRC
　　　1？　　data　80【セci【c　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0BS　ID　　口Al旧　　　　　∧GE　SεX　WEIGHT　PULSE　　XI　　X2　×3

　　　2？　　　　8eセ　8ave．ciτCle　3

　　　・’P・。c　8。か　　　　…・・…①　　1｝｝⑪；＝；RA碧‖18：6；；；；；設
　　　4？　　　　　　by　id　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　110　S∧lrrOI1　　66　　　n　　　68．4　　　68　　　40　　　．　D

　　　5？　　　　run　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　110　口AR∧H∧TA　58　　　11　　61．1　　　60　　　　64　　72　C

　　　6？　　pピoc　print　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　110　HATUB∧RA　36　　　P　　　38．8　　　64　　　　43　　　．　D
　　　7？　　　　　　tiヒ1e　data　set　sortci：c　，　　　　　　　　　　　　　　　　6　110　1’1ATUOKA　　33　　　P　　　42．7　　　64　　　49　　24　D
　　　8？　　　　run　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　210　11AGASIt1∧　19　　　P　　　58・5　　　68　　　100　　96　A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　210　ROIn10　　　　13　　　F　　　28●4　　　64　　　　45　　60　D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9210KOHATU　19　F　33．8　60　　90　68　B
例1と同じく，SASデータセット　　　　　｝li｝⑪：㌫‖蒜1！ll；：；器　ll81；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　310　HハRハ　　　　 17　　　11　　49・1　　　52　　　 92　　87　A

CIRCLEを入力し，①で，変数ID　　　　　　13310　EtloTo　24　P　42・566　・loo＾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　310　KAKSFU　　　42　　　n　　　49・2　　　68　　　　60　　　●　C

をキーとしてソーティングを行った．　　　　　　1器｝1妻6認認；｝　；　；1：l　i；　8i藷2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17　310　NISIHOTO　65　　　n　　　72・3　　　64　　　 76　　82　B

その結果を図17に示す．

図17．図15で示したCIRCLEについて，変数IDでソ
　　　ーティングした結果のSASデータセットSORTCIRC
　　　の内容

、6；d・セ；。：a：濃ぽ18ave’ξemc1Kc1’　　一②　D＾TA　SE””肌CIRCL
11？　　　　　　if　8ex　■　lml　then　ouセpuヒ　8ave．malc1ピc1　3　．．．・◆・③　　　　　　　　OBS　ID　　NA｝1E　　　　AG6　SEX　WεIGHrr　PULSE

｝i；　；i轟’．㍑len°utpuヒ8ave’femc’‘c1’・・…⑭　、＿。，。D。45、19・．672

・4・P…p・’・td・ta°8ave・malc’品 　　　　　　 ；｝｝I　I機：㌣i‖18：1器
15？　　　　　　　セ1tle　data　8et　malc1暫c1　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　110　ト1AKAnA「rA　58　　　H　　　61．1　　　60

16？　　　　　¢un　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　310　HARA　　　　　17　　　n　　　49●1　　　52

18？　　Pτoc　pτ1nセ　data■8ave．femcirc1　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　310　KAK2FU　　42　　闘　　49・2　　68

・9？Ut・・d・ヒa　8e…m…山一　　　　　　 ；；｝9漂瓢器‖！1：i訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　ハ　　ほヤロお　ニエ　ニむ

②で，前のステップで作成したSASデータ　　　　　oBs、D冊1E　AG¢sεx　wB、GHT　puLsE

セットSORTCIRCを入力した．③で，　　　　　　　　；｛13絵：器；㍗；i：i；：！ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　210　t1AGAS1トロ㌧　19　　　F　　　58・5　　　68
0UTPUTステートメントにより，　SEXの値　　　　　　　　4210　Kollm　　13　F　28・4　64
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　210　KO｝埼憤10　　　19　　　P　　　33・8　　　60
ごとに，MALCIRCLおよびFEMCIRCL　　　　　　　　　！；｝3漂漂認1！　：　1；：；　lI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　3】」O　EHC西0　　　24　　 P　　 42・5　　66

という2つのSASデータセットに出力した．　　　　　　9310州＾GuTI　31　F　56・5　50

この際，④で，DROPステートメントにより，　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図18．図17で不したSORTCIRCを，2つの
不必要な変数は削除した．なお，これら2つ　　　　　　SASデータセットMUCIRCI、，
のデ＿タセットは保存したいため，2レベル　　　　　　FEMC　IRCLに分離した例

襯大㌘慧牙機蒜ター広報　　　一4蛤



解　　　　説

ネームの指定をしている．これらは共に，例1で割り当てたSASデータライブラリに出力されて保存

される．

例3．SASデータセットの連結（concatenation）

1？　d●t●toセC1【C1　，
2？　　　　8●t　8a▼●．頂01C1‘C1‘1n■1n1）
3？　　　　8av●．£G・c1ピc1“n．1n2⊃end■e18　　’’”°°①

4？　　　1nロロin1，1nf・加2’●of■■1，……②
5？　　pgoc　p91nt　3

67　　　　　　tit1●　dat●　8et　totc19C1　，

77　　　mn，

　①で，例2で作成した2つのSASデータセッ　　D＾TA　S¢T？。TCIRCL

トMALCIRCLとFEMCIRCLを続けて指定し　　oEs　ID　w1呂　∧G¢s眺寵1G‘1ΨPoL821NH　INP呂oP

て入力した．このように，SETステートメント　　　1｝｝⑪認織；貼怨　；；器：1　召　｝　6　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　ユ　　　どハエをくハ　　　るる　　お　　　ロヨ　　　る　　　　エ　　　　　　

に複数のSASデータセットを指定すると，　SAS　　Ii｝1‖；‖；Hm　l！　‖　1；：｝　1；　i　3　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨユ　　ぱハぽほにロ　　る　　　ロロ　　るウ　　　　るロ　　　エ　　　　　　
データセットの連結が行われる．この時，INオ　　　7310　KO8＾Y鵠151　t158・6　5°　1　0　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8310HISINOTO　65　H　72．3　64　 1　0　0
プションおよびENDオプションを指定している．　　11｝13ぼ翌8欝藷　：　1；：1　器　1　｝　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　210　t1AGハSIHハ　19　　　P　　　58．5　　　68　　　　0　　　1　　　0
前述したまうに，これらオプションに付随した　　　｛巽｝糠8㌫o　｝；　：　il：；　器　l　l　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　210　nAKA811S1　60　　　P　　　52．7　　　58　　　　0　　　1　　　0
変数の値はSASデータセットに出力されること　　　15310　YM卍1αm　27　P　62・9　64　。　1　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　310　8fK烹PO　　　　24　　　P　　　42．5　　　66　　　　0　　　1　　　0

はないので，それらの値がどうなっているか例　　　17310ハ”AGm　3ユ　P　56’5　50　0　1　ユ

示するために，②で，他の変数に置き換えた．

図19‘ζ，連結の結果を示す．INM，　INFの値　　図19・図18で示した2つのSASデータセッ

から分かるよう｝・，SETステート・ントで指定　；欝蒜L竺纂SASデータセット

した左から右へのデータセットの順序に連結され

る．

例4．SASデータセットの差し込み（interleaving）

1？　data　lnセciεc1　，
2？　　　8●t8ave．ma1C19CMln8in1）
3？　　　8ave．ξe蹟circl｛1n■1n2）3　　　　……①
4？　　　by　id，
器　1霊．：：“｝、；。｛三｛、∵；：。｛．、朋セ．、d，…・…②

8？　P9㏄P91nセ3
9？　　　　　ヒ1t1●data　8et　lntoi【c1　’

10？　　　嘗un　8

　例3と同じように，①で2つのSASデータセットを入力したが，この際，更にBYステートメント

に変数IDを指定している．このようにBYステートメント付きで，　SETステートメントを実行する

と，SASデータセットの差し込みが行われる．②で，このBYステートメントに付随したFIRSTお

よびLAST変数の値を例示するために，　INオプションの変数と共に，変数の置き換えを行った．図

20に，差し込みの結果を示す（図19と比較のこと）．INM，INF，FIRST，LASTの値から分かる

ように，差し込みとは，BYステートメントで指定したキー変数にっいてのソーティングの順序を保

一
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解　　　　説

存するように行う一種の“連結”のことであ　DAT“εT　INTCIRCL

る．当然，SETにより入力する複数のSAS　oBs　ID　t1NIE　AGE　sEx↓！81GHT　PuLsE　IM　xNP　PIR的LAsT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　ユエむ　エむソむ　ハ　　ぐら　　ト　　　ウ　コヨ　　フ　　　　エ　　　　　　　　　　　
データセットは，BYステートメントに指定　　211。測AKuM　25　n　50・2　62　1　0　0　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　ユユむ　ヨハエヤくラロ　　るび　　の　　る　　る　　るリ　　　ユ　　　　　　む　　　む

するキー変数により，前もってソーティング　　設16濡鵠器会認　：　i謡　ε1　；　！　；　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　110　11AΨUOK∧　　33　　　F　　　42・7　　　64　　　　0　　　1　　　　0　　　　1

されていなければならない．　　　　　　　　㌶詔‖♂6；ε1貼｝；　：　認：i　II　l　｝　；　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　210　KOt晒TU　　 ］［9　　P　　 33．8　　 60　　　0　　 1　　　0　　　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　210　口∧K∧UISI　60　　　P　　　52・7　　　58　　　　0　　　1　　　　0　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　310　HARA　　　　 17　　　tl　　49・1　　　52　　　　1　　　0　　　　1　　　　0

　123MERGEステートメント　　　　　　｛；］｝l　I；蓋：；：s1；i　‖　；1：1　器　｝　l　l　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　ヨユむ　ロエ　エロ　じむ　ヨ　　ロ　　フ　　ヨ　　　る　　　　　　む　　　む　　　む

　MERGEステートメントは，複数のSAS　　｛l　i｝6認鵠（πo；I　l　li：I　ll　l　｛　l　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17　310　A1？AGUTI　　31　　　F　　　56．5　　　50　　　　0　　　1　　　　0　　　　1
データセットを入力して併合し，それらに含

まれていた変数をすべて持つような1つの新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図20．図18で示した2つのSASデータセット
しいSASデータセットを作成するのに用い　　　　　の差し込みを行った結果のSASデータセツ

る．おおまかには，SETステートメントに　　　　　トINTCIRCLの内容

よる連結が，オブザベーション方向にデータ

（表の形式）を拡大するのに対し，MERGE

ステートメントによる併合は，変数方向に表

を拡大するものと考えておいてよい．こうし

て，ある表には含まれていて，ある表にはないような情報は，このMERGEで合成することにより，

望むすべての情報を含む表を完成することができる訳である．以下に形式を示す．

MERGE　SASデータセット名［（IN＝変数名1）］

　　　　　SASデータセット名［（IN＝変数名2）］

［END＝変数名］　　；

SASでは，50個のSASデータセットのマージ（併合）まで許ざれている．

　MERGEステートメントによる併合の仕方は，これに続いてBYステートメントが現れるか否かで，

次の2種に分けられる．

　i）1対1マージ（one－to－one　merge）一・・後にBYステートメントを伴わない場合．この時

は，両者のオブザベーションの順序（一方の1番目は，他方の1番目というように）に併合が行われ

る．そのため，両者のオブザベーションが厳密に1対1に対応していることが必要で，例えば，一方

のオブザベーションが，他方にはない余分のオブザベーションや重複したオブザベーションを含んで

いたりすると，MERGEにより作成されたデータの整合性は完全に失われる．

　ii）マッチマージ（match　merge）・一・必ず後にBYステートメントを伴う．この時，両者で併合

の共通のキーとなる変数を，BYステートメントにより指定する，すなわち，そのような変数が存在

しなければならない．また，この場合に入力されるSASデータセットは，その共通のキー変数により

前もってソーティングされていなければならない．この場合の併合は，BYグループを意識して行わ

れるので，余分のオブザベーションや重複したオブザベーションがあっても，データの整合性が失わ

れることはない．

ぱ大欝㌘機66ター広報　　　一4舗一



解　　　　説

一般には，併合するデータセットの間で，余分なオブザベーションや重複したオブザベーションが

あって，両者でオブザベーション数が異なるのが普通であろう．そこで，MERGEステートメン・トは，

後にBYステートメントを伴うマッチマージで使うものと考えておいた方がいいであろう．なお，キ

一 変数以外にも両者で共通な変数が存在する場合には，MERGEステートメントに指定した最も右側

のデータセツトからの値が採られる（12．4のUPDATEステートメントと異なる）．

例1．1対1マージ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①で，図21で示したSASデータセット
1？data　onemegge　l
l；p，：：τ1：i：：ec｝「cl　tl°ci「c1，…’°’①　　　ONECIRCLと，図22で示したTWOCIRCL

l；　，：；ヒ1：daセa　set°neme「ge　3　　　　　を1対1マージした．その結果を図23に示す．

この例では，併合される両者のオブザベーション

数は等しくない（図21，図22）が，たまたま余分なオプザベーションがTWOC　I　RC　Lの最後に

あったために，うまく併合できた．図23より，このように対応するオブザベーションがない変数の

値（この場合は変数AGEとSEX）は，欠損値として作成されることが分かる．

DA「rA　SεT　ON舷ClRCL　　　　　　　DATA　Sε「r　TW㏄IRCL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D∧TA　SET　OtハεHERGB

OBS　N泌18　　　　AGE　SεX　　　OBS　NAH8　　　　蹄ε1GHT　PULSE　　XI　　X2　x3　　　0BS　NA脚E　　　　AGE　S8X　1JEXGHT　pULS8　・XI　　X2　×3

　】L　YAHAHOΨ0　27　　　F　　　　　　1　】：泊囚】OΨ0　　62．9　　　64　　　　36　　　・　D　　　　　　l　YA｝1At1σTO　27　　　F　　　62．9　　　64　　　　36　　　・　D

　2　HAIa　　　　　】L7　　　n　　　　　　　2　H八RA　　　　　　49●1　　　52　　　　92　　87　八　　　　　　2　H∧RA　　　　　17　　　n　　　49．1　　　52　　　　92　　87　A

　3　貼6ASII込　19　　　置　　　　　　　3　NAGムS】［｝IA　　58．5　　　68　　　100　　96　A　　　　　　3　tOAGASInA　19　　　F　　　58．5　　　68　　　100　，96　A狼

　4T◎1「ODA　451　H　　　4TOYObハ　 90・6　72　　73　79　B　　　4　TOYODA　45　H　90．6　72　　73　798
　5区OH餌0　 13　澄、　　　5　KOH罰σ　　28．4　64　 45　60　D　　 5KOl⑪00　 13・　宮　28．4　64　 45　60　D
　6　1「蝋AKORA　25　　　H　　　　　　 6　Y卍1ハKORA　　50・2　　　62　　　　69　　58　C　　　　　　6　yAHAKURA　25　　　H　　　50．2　　　62　　　　69　　58　C

I蹴H質：　；詰器8日i；：；ll　4？、。δ1　；：腸8H質：1；：；ε2”9、。6貧
　9NぱAHλTA　58　14　　　9　HAKAHArrA　61．1　60　 64　72　C　　 9閥八KハHArrA　58　n　61．1　60　 64　72　C
10　K（X1八丁0　　　19　　　P　　　　　　10　KOト1ATU　　　　33・8　　　60　　　　90　　68　B　　　　　10　KOILATU　　　19　　　P　　　33．8　　　60　　　　90　　68　B

ll　N蝕《八NISI　60　　　P　　　　　　1】L　Nハ1くANISI　　52・7　　　58　　　　84　　80　B　　　　　ll　NAKANIS1　60　　　F　　　52◆7　　　58　　　　84　　80　8

12KハR8PU　42　H　　12　KAK2PU　 49・2　68　 60　．C　　12　Kハ、KEFO　42　n　49・2　68　 60　・C
　　　　　　　　　　13　A日AGUTI　　　56・5　　　50　　　　．　　32　D　　　　　13　A脚AGUTI　　　．　　　　　　56．5　　　50　　　　　．　　32　D

図21．SASデータセット　図22．　SASデータセソト　　図23．図21のONECIRCLと図22の
　　ONECIRCLの内容　　　　TWOCIRCLの内容　　　　　TWOCIRCI．を1対1マージし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た結果のSASデータセット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ONEMERGEの内容

例2．　マッチマージ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①で，図24で示した保存SASデータセット・
1？　　data　matmeKge　　5

；；merge：：：：：：1：：｝：；1｛＝い…一①　CIRCLEXと・図25で示したCIRCL斑を・

ii竃鷲鵠普．．…．．②　変数N姐Eを併合の共通のキーとしてマ・チマ

召　　品a言t°1a8ヒ゜na鵬3　　　　　　　　　一ジした．前述したように，併合される両者は，

13；Pピ゜竃i：1きn】・t；8e‥・セm・・g・，　　　　　　　共通のキー変数NAMEでソーティングされてい

11？　　run　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．②で，INオプションの変数お3こびFIRST

LAST変数の値を例示するために，変数の置き換えを行った．併合の結果を図26に示す．こめ場合

も，対応するオブザベーションがない変数の値は，欠損値となっていることが分かる．
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解　　　　説

D乱¶A　88T！C1㏄L8X　　　　　　　　　　　　Dλ「『A　SEn）ClRCL8Y　　　　　　　　　　　　　　　　DATA　8ET　｝1A「廿1宮RGE

O88　W48　　　　　POL68　　×1　　　　　　08S　NハLI1宮　　　　　X2　×3　　　　　　　　　　　　　　08S　NJ“IE　　　　　PULS8　　×1　×2　×3　1N》【　118Y　P1良8T　Lh8「r

l　　H㎜　　　　　　52　　　　92　　　　　　　1　　HAR∧　　　　　87　A　　　　　　　　　　　　　　　　　l　HハRハ　　　　　　52　　　　92　87　A　　　1　　　1　　　　1　　　　0

2　　日AR島　　　　　　61　　　　84　　　　　　　2　　HJ四　　　　　56　C　　　　　　　　　　　　　　　　2　nARA　　　　　 61　　　　84　56　C　　　1　　　1　　　　0　　　　0

3　H㎜　　 68　　42　　　 3　KOHtOO　 60　D　　　　　　　　3　HハRA　　 68　 4256　C　】」　】」　 0　 1

4　RO闘●0　　64　 45　　　4　KO‘仏TU　68　B　　　　　　　　4　KO腿NO　　64　 4560　D　1　1　 1　 1

5　NJU6A81HA　68　 100　　　 5　NM【AHATA　72　C　　　　　　　　5ROI型ATU　　 ・　　・688　 0　 1　　1　　1
6　曾OYODA　 72　 73　　　 6　NλKAHIS180　B　　　　　　　　6　HAGASIHハ　68　100　・　　1　0　 1　 1

7　TOYOOA　 57　　65　　　 7　YハnAKURハ58　C　　　　　　　　7　NハぷAHλTA　・　　・72　C　O　1　　1　　1
8　　YAHAR㎜　　62　　　69　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　NARANIS1　　　・　　　　．　80　8　　　0　　　1　　　　1　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　即OYODA　　　　72　　　　73　　．　　　　1　　　0　　　　1　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　TOYOD］A　　　　57　　　　65　　●　　　　　1　　　0　　　　0　　　　1

図24、SASデータセ　図25．　SASデータセ　　　　11　Y礼1＾Ko貼62　6958　c　1　1　1　1

　　ットCIRCLEX　　　ットCIRCLEY　　図26．図24のCIRCLEXと図25のCIBCL、EY
　　の内容　　　　　　　　の内容　　　　　　　　をマッチマ＿ジした結果のSASデ＿タセット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MATMERGEの内容

例3．米国の1952年から現在までの大統領選挙の結果を納めたSASデータセットELECTION

（図27）と，各候補者の政党・出身の州を納めたSASデータセットCANDIDAT（図28）がある．

これから，この2つの表を併合して，大統領選の当選者の政党・出身州を求めることを考えよう・

；；P9°C器9㍊t亀7’a▼°’°1°Cセ1°‥　　　DA・＾・ロL願。・　　　D＾・・頭領・D・・

1；．，。ご：．二、醜＿．．。。。⌒ドー①　。話蹴㎜・　・・…　。田㎜・　P㎜一

器　，・智■°’　　　　　　　1｝；；Ili2器器器器隅器　1器罐5鑑鵠

轟惜i三i幽翻：：｝：；い一②iii灘器‖翻縣顧i曇［

1器≧惚；揃・㎞・・　　1｝；lll麟㌫　　i磐i声ii掛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10C」M卍『顧　　　　D　　6A
　187　p90C　P91nt　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　R己h’鋼　　　　　　R　　CあLIP
　197　　　　　セit1●　dat己　8●t　鳳8te1●ct　　，

　207　　ぱun　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図27．SASデータセ　　図28．　SASデータセ

蝋①でマージの前準備とし⊇者のデ　品墓LECTI°N　鋪8ANDIDAT

一 タセットを変数NAME（併合の共通のキーと

なる）でソーティングした．SORTプロシジャ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D∧「PA　S宮7！14AT21．8CT

でOUT＝オプションが指定されていないため，　　。88　y蹴脚2　　L。織　　P故w翫A聾珊1鵬

ソートされた結果がそのまま元のデータセット　　　；摺6ε↑器器㎝駅器爵訓80H　R　品鵠｝　1

‘・格納され保存される（161・1参照）・②℃　i1”1頴ご｛　ii§『ii

乙れらソートした両者のデータセットを，変数　　　1196▲9器；器IY　GO鋼悟顧　3　農跳1　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　1960　K呂飼髄舷m「　　　NlXON　　　　　　　O　　　‘脇85　　　1　　　1

NAMEをキーとしてマッチマージした．その結　　　111966‖…1器蜘4日0脚R2Y　2　6霊↑51　｝

果を図291・示す・・Nオプシ・ンの変数の値　il｝；；iii蕊、。，2＝i懸ii

も例示されている．しかし，これでは大統領選

の敗者も現れて，表としては見にくい．これを　　図29．　マッチマージした結果のSASデータセッ

なくすためには，以下のようにすればよい．　　　　　　トMATELECTの内容
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DA肥A　SεT　R班εLεCT
2】、？　　daセa　velect　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0BS　Y8AR　NAI4E　　　　　　　L◎S8R　　　　　Pハ、RTY　SτAT8

1i；meご9°器：：：：蒜鑑：“r’1neD　……・i③　　、、976　C。，T、R，。m　、㎝
24？　　　　　　　　by　name　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　1952　EISEトmOτrER　S「rEVE1↓SO匡↓　　R　　　？田X八8

25？　　　　　1f　ine　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・…　1④　　　　　　　　　　　3　　1956　e】［6¢NHO柵ER　ST居VεHSOll　　　R　　　T8XA8

26？　　　　run　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　1964　JO闘HSON　　　　GOLDWATER　　　D　　　T舷XAS

2ηPピ。c　p山t，　　　　　　　　　　　　　51960　R8卵旬Y　MXOロ　　D　鵬628？　　　　　title　daヒa　6et　neヒelecヒ　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　1968　N工XON　　　　　　HOHPnR居Y　　　　R　　　C砿IP

29？　　　　ピun　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　】L　972　NIXOtl　　　　　nCGOVERN　　　　R　　　CALlP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　1900　RE込G∧｝O　　　　CARTER　　　　　R　　CALIP

図30．図29のMATELECTについて，当選者の
　　み取り出したサブセットNETELECTの内容

　③で，IN＝オプシ・ンを指定してマッチマ　　　DAmS8TPR蹴D酬

一
ジした．④で，その中でデータセットELE　　　　OBS　Y貼R　N紺1E　　　LosεR　PARTY　ST∧T8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　ハら　　ほエ　ロ　ゆヲの　をぽソロハ　むロ　　ロ　　ロぴみヨ

CTIONに含まれていたオブザベーションのみ　　　　i｛；ll器蒜器：‘戚1：妻；1「osolo；　畿2s

取り出した（IF　INEは，　IF　INE＝1と　　　｝｝；1；；！‖器o｝1　認；；：；：：R豊ε1蓋↑：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　ロエメロハ　　　　ロバくニ　くゆロロリ　　　ロ　　　みエエロ
同じ）．その結果を図30に示す．なお，これ　　　　；｛；；1瓢芸；　㌫蒜¢R　　：　ε短．

をYEARについてソートすれば，図31に示す　　図31．図30のNETELECTを，　YEARについ
最終的な表が得られる．　　　　　　　　　　　　　てソーティングした最終結果の表

124UPDATEステートメント

　UPDATEステートメントは，　MERGEステートメントの1つの特別な型を与えるものと見なされ

る．すなわち，マスターデータセット（以後，マスターと略称）とトランザクションデータセット似

後，トランザクションと略称）を併合して，データを更新したり，追加したり，削除したりするのに

用いられる．以下に形式を示す．

UPDATE　　　マスターデータセット名［（IN＝変数名1）］

　　　　　　　　トランザクションデータセット名［（IN＝変数名2）］

　　　　　　　　［END＝変数名］；

UPDATEステートメントは，必ず後にBYステートメントを伴い，そのBYステートメントに併合

の共通のキーとなる変数を指定する．そのため，マスターもトランザクシ・ンも，前もってそのキー

変数でソーティングされている必要がある．

　このように，UPDATEはMERGEと類似しているにも拘らず，1つの独立したステートメントと

して存在しているのは，以下の点が異なるからである．

　i）MERGEでは，50個までのsAsデータセットが対象となるのに対し，　uPDATEでは，マス

ターとトランザクションの2個のSASデータセットしか扱わない．これは，ベースとなる大量のマス

ターを，それに比較して少量であるトランザクシ・ンにより更新するという考え方から来ている．

　ii）MERGEでは，前述したように，キー変数以外の両者に共通な変数に対しては，最も右側のデ

ー タセットからの値（たとえ，それが欠損値でも）が採られた．一方，UPDATEでは，マスターの

値が更新されるのは，トランザクションが欠損値以外の値を持つ時であり，トランザクションにある

欠損値は，マスターの値をそのまま生かすために用いられる．
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解　　　　説

　iii）MERGEでは，マッチマージの指定をする限り，オプザベーションに重複があるのは構わなか

った．UPDATEでは，キー変数に対しマスターが重複した値を持つことは許されない．ただし，ト

ランザクションの方は重複して構わない．それは，UPDATEにおけるマスターとトランザクション

の結合の仕方が，以下のように，MERGEとは異なっているからである．キー変数に対して，トラン

ザクションに重複したオブザベーションがあっても，UPDATEは，それらの値を順次マスターに適

用して更新し，最終的にすべてを更新した結果の1オブザベーシ・ンしか出力しない（例参照）．一

方，MERGEの場合は，重複したBYグループの数だけのオブザベーションが出力される．

　UPDATEステートメントが特に有用なのは，定期的にトランザクションが産み出され，それでマ

スターを更新しなければならないような場合であろう．それ以外で，特にデータの修正・更新が少量

の場合は，7で述べたEDITORプロシジャを用い，　TSSでSASデータセットの編集を行うことで

十分間に合うようである［4］．

　例マスターデータセットMASTCLEを，トランザクシ・ンデータセットTRANSCLにより更

新する．

ii蠕灘1：鋼一・…①；：1：ご麗麗鑑㌫；蕊
　　らを　　ロロ　カ

　　59pτ。ε1ε1☆。t；8e、。。蜘。，t，　　　　　　　これら両者を変数NAMEを共通のキーとして併合

　　8？　ご“n，　　　　　　　　　　　　　　し，マスターを更新した．その結果を図34に示す．

トランザクションTRAN　S　C　Lの最初のオブザベーション（NAME＝▼AKAMATU▼）は，マスターに

追加されている．このように，トランザクションにあってマスターにないオブザベーションは追加さ

れる．次の2，3番目のオブザベーション（NAME＝▼HARA▼）は，順次マスターに適用され，マス

ターを更新する．すなわち，2番目で変数X1，　X　2を更新し，3番目で変数WE　I　GHTを更新して

いる．4番目のオブザベーション（NAME＝▼NAGASIMA▼）は，下線（＿）で示されている特別

な欠損値（13．1参照）を含んでいる．トランザクションに含まれる通常の欠損値（数変数に対して

はピリオド，文字変数に対しては空白で表示されている）は，前述したようにマスターに何ら影響を

与えないが，特別の欠損値は，マスターのその部分を通常の欠損値とする．5番目のオブザベーシ・

ン（NAME＝▼YAMAMO　T　O▼）は，マスターの変数X　2の欠損値を更新して数値を与えるために使わ

れている．

DA雪A　8闘！貼8㏄L8　　　　　　　　　　　　　　　　　　DArrA　S8T　rPRANSCL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DAIPA　S8「P　N呂阿肌AST

O88　㎜呂　　　　　8宮X　W21GHT　　XI　X2　　　　　　0B8　Nμ48　　　　　S8X　WBIGHT　X】L　X2　　　　　　　　　0BS　NA“8　　　　　S呂X　I雪日IGHT　　XI　X2

　1　　口㎜　　　　　　n　　　49●1　　　92　87　　　　　　　1　　AK㎜TU　　　ト1　　78．5　　　．　68　　　　　　　　　　1　AKぷtATU　　　M　　　78・5　　　　．　68

　2　　冨」U竃8■O　　　　H　　　49・2　　　60　　．　　　　　　　2　　HARA　　　　　　　　　　　・　　　87　92　　　　　　　　　　2　HハJRA　　　　　 ト1　　52・8　　　87　92

　3　　R◎尉●X）　　　　P　　　28・4　　　45　60　　　　　　　3　　HARA　　　　　　　　　52．8　　　・　　．　　　　　　　　　　3　Rハ」【8PU　　　　H　　　49・2　　　60　　・

　4　　RC■凹㌧70　　　　P　　　33．8　　　90　68　　　　　　　4　　NAGASI‘」A　　＿　　　　　＿　　　　・　　＿　　　　　　　　　　4　KO腿NO　　　　　P　　　28．4　　　45　60

　5■」馴3A611仏P　50・510096　　 5YA｝W40TO　　 ．　．59　　　 5KO8仏丁O　P　33・8　9068
　6　　NハXAJ1」A曾A　　凹　　　61・1　　　64　72　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　NAGハS18釦A　　　　　　　・　　　100　　．

　7　　●01rODA　　　 H　　　90・6　　　73　79　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　NAKAHATA　　H　　　61・1　　　64　72

　8　　Yハ」四ARORA　　H　　　50・2　　　69　58　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　TOYODA　　　　H　　　90・6　　　73　79

　9　　YAHJU憎0ΨO　　P　　　62・9　　　36　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　YAHAKURA　　H　　　50．2　　　69　58

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】LO　1「A』・1μ40TO　　P　　　62・9　　　36　59

図32．マスターデータセッ　図33．トランザクションデ　　図34．図32のMASTCLEを，図

　　トMASTCLEの内容　　　　一タセットTRANSCL　　　33のTRANSCLにより更新し
　　　　　　　　　　　　　　　　　の内容　　　　　　　　　　た結果のSASデータセット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NEWMASTの内容
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解　　　　説

13　欠損値の取リ扱い

　統計データのほとんどは，幾つかのオプザベーションについて，ある変数の値が欠けている，すな

わち欠損値（missing　values）を持つのが普通である．以下に，この場合の指定の仕方およびその

取り扱いなどについて述べる．

　131　数変数に対する欠損値

　数変数に対するデータを入力する際に，欠損値の指定をしたい場合は，そのデータの含まれるカラ

ムにピリオド（．）を書くか，または空白としておけばよい．ただし，リスト入力の場合は，空白が

データの区切りを表すので，ピリオドで指定する必要がある．あるいは，その変数の取りうる範囲外

の数値を入れておき，後でプログラムステートメントにより条件判定をして，欠損値として指定する

方法もある（例1参照）．SAS内部では，数変数に対する欠損値は負の無限大として表現されてい

るので，SORTプロシジャで昇順にソーティングすると，欠損値を含むデータが最初に現れる．式の

中で数変数に対する欠損値を表すには，ピリオドで指定すればよい（例1参照）．

　数変数に対しては，特別な欠損値（special　missing　values）の指定が可能である．この指定に

は，英字（A～Z）と下線（＿）の27個の文字を使用することができる．これらは，欠損値の間で

区別をしたい時に用いることができ，そのために27種までの欠損値の区別が可能である．ただし，

この場合は，必ず次の形式でMISSINGステートメントにより欠損値とする文字を指定しておく必

要がある．

MISSING　　特別な欠損値を表わす文字　，

式の中で特別な欠損値を表すには，それを表している文字の前にピリオドを付加して指定しなければ

ならない（例2参照）．

　例1．DATA　EX1；

　　　　　INPUTXYZ；
　　　　　IF　X＝．THEN　DO　；　一・一一…一・①

　　　　　　　　　　　　（Xが欠損値の場合の処理）

　　　　　　　　　　　　　　　END；

　　　　　IF　Y＝999　THEN　Y＝．　；一・・一・・一・◎

　　　　　S1＝（Y＋Z）／2　；　　　　　　一…・・・・…一③

　　　　　S2＝MEAN（Y，Z）　；　　　　一…一・……④

　①で，入力変数Xが欠損値か否かのデータチェックを行い，その場合は特別な処理を施すようにし

ている．②では，Yの値を調べて，値が999ならば欠損値とした．③と④は，いずれもYとZの平

均を求めるものである．しかし，③では，Y，　Zいずれかが欠損値ならば，その結果のS1も欠損値

となるのに対し，④では，欠損値は除いて処理するので，S2は欠損値とはならない．　S　1のように

一度欠損値となったものを，以後のステートメントで次々にデータ加工していくと，それが次々に伝

播する，すなわち欠損値の伝播（propagation　of　mi88ing　values）が起こる．それを防ぐために

は，④のように対応するSAS関数を用いるか，6で述べたサムステートメントを用いるか，あるいは，
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解　　　　説

欠損値の可能性のあるものに対しては事前に前処理を施しておくようにしなければならない．

　例2．特別な欠損値を用いて欠損値の区別をする例．例えば，あるアンケート調査で，回答者が回

答を拒否したために起った欠損値と，誤って回答したために起った欠損値を区別して集計，解析した

い場合．

　　　　　DATA　EX2　；

　　　　　　MISSING　R　I　；　　　　　　　　　　　　　”…’”…’’”①

　　　　　　INPUT　X　Y；

　　　　　　　IF　Xニ．RTHEN　DO　；　　　　　　　　……………②

　　　　　　　　　　　（Xが特別な欠損値Rの場合の処理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　END　；

　　　　　　　IFX＝．ITHENDO　；　　　　　　　　・・…・………③

　　　　　　　　　　　　（Xが特別な欠損値1の場合の処理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　END　；

　①で，特別な欠損値を表す文字として，拒否（Refuse）の回答の場合にR，誤った（lnvalid）回

答の場合に1を指定した．②で，入力変数XがRの値をとるか否か調べ，その場合は特別な処理を施

すようにしている．③も同様である．

　1a2　文字変数に対する欠損値

　文字変数の値を欠損値として入力するには，そのデータの部分を空白としておけばよい．ただし，

リスト入力の場合は，13．1で述べた通りである．SAS内部では，文字変数に対する欠損値は空白と

して表現されているので，昇順のソーティングの場合，欠損値を含むデータが最初に現れる．式の中

で文字変数に対する欠損値を表すには，空白を引用符で囲み，▼　▼の形で使用する（例参照）．

　例DATA　EX3；
　　　　　INPUT　NAME＄　1－4　ANSWER＄　11－20　；

　　　　　　IF　NAME＝▼XXXX▼THEN　NAME＝▼▼　；　　　……一・・①

　　　　　　IF　ANSWER＝▼▼THEN　DO　；　　　　　　　　……一・・②

　　　　　　　　　　　　　（ANSWERが欠損値の場合の処理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　END　；

　①で，NAMEの値を調べ，▼XXXX▼ならば欠損値としている．②では，　ANSWERの値が欠損

値か否かのチェックを行い，欠損値ならば特別な処理を施すようにしている．

　1a3　その他

　以上の他，SAS自身が処理の過程の中で欠損値を産み出す場合がある．例えば，ゼロ割り（zero

devide）が起きた場合や，数変数として指定したデータの中に，数字以外の文字があって変換がうま

く行かない場合などは，欠損値として処理し，その旨の警告メッセージを出力し，処理は続行される．

また，SETやMERGEなどで対応する変数の値がない個所は，欠損値とされることは前述した通りで

ある．
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解　　　　説

実際の解析に際して，各SASプロシジャが欠損値を如何に取り扱うかについては，マニュアル

［5］の第6章あるいは各プロシジャの説明の章を参照されたい．

14　PROCステヅプ概説

　PROCステップは，　DATAステップで作成したSASデータセットを，種々のSASプロシジャを呼び

出すことにより解析・処理する過程である．以下に，このPROCステップ全般にあてはまる事柄につ

いて概説する．

　各SASプロシジャを呼び出す形式は，以下のようである．

PROC　　プロシジャ名［オプション］［DATA＝SASデータセット名］　；

この時，次の条件を満足するような状況では，オプション，データセット名の指定は必要なく，プロ

シジャ名の指定だけで，SASが自動的に処理を行ってくれる．その条件は，次の3つである．

　i）　このプロシジャを呼び出す時点に最も近い，それ以前に作成されたSASデータセットを処理す

る場合．そうでない時は，DATA＝オプションで処理したいSASデータセット名を指定してやる必

要がある．

　ii）SASデータセットに含まれるすべての変数についての処理を行う場合．そうでない場合は，こ

のPROCステートメントに続いて，　VAR（VARIABLESの省略形）ステートメントで処理したい変

数リストを指定する必要がある．

　iii）サブセット毎の処理ではなく，　SASデータセットに含まれる全体のオブザベーションについて

の処理を行う場合．そうでない場合は，このPROCステートメントに続いて，　B　Yステートメントで

サブセット毎の処理を指示する必要がある．

　なお，上に述べたVAR，BYステートメント以外にも，　PROCステートメントに続いて指定できる

ステートメントがあるが，そのうち有用な幾つかを挙げる．ただし，これらの指定は，そのプロシジ

ャ内だけしか有効でないことに注意する必要がある．

　　　DROPステートメント　…一…一・処理から除外したい変数を指定する．

　　　KEEPステートメント　……・・……・処理に組み入れたい変数を指定する．

　　　LABELステートメント　・……・・…解析結果を分かりやすく表示するために，変数にラベルを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付加する．

　　　FORMATステート、メントー…一・解析結果を分かりやすく表示するために，変数の値にラベ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルを付加する．

　　　TITLEステートメント　・……・・…処理結果にタイトルを表示する．

　次に，変数りストについて述べておく．変数リストとは，変数名の並びのことで，別にPROCステ

ップに限らず，DATAステップにおいても指定可能である．表14に，変数リストの種類，指定の仕

方，その意味などについてまとめた．ただし，指定例として

　　　INPUT　A　B　＄　C　＄　D　E　F　＄　G　H　＄　1　；

の場合を考慮した．
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解　　　　説

表14．変数リストの指定一覧

指　定　例 意　　　　　　味 備　　　　　　考

VAR1－VAR100 変数VAR1からVARIOOま
で順に100個を指定する．

先頭が英字で，英字列とそれに続く数

字列で変数を表わすのを，番号付き変

数という．

この番号付き変数の時，最初と最後を

ハイフン（一）でつないで，その一一群

を指定できる．

A－－G 変数Aから順にGまでを指定

する．

番号付き変数でない場合にも，最初と

最後を2つのハイフン（一一）でつな

いで，その一群を指定できる．

A－NUMERIC－G 変数AからGまでの間の数変

数だけを指定する．

すなわち，A，　D，　E，　Gが

あてはまる．

最初と最後の変数の間に単語NUMER

ICを入れ，それらの間をハイフンで

つなぐと，それらの間の数変数だけを

指定できる．

A－CHARACTER－G 変数AからGまでの間の文字

変数だけを指定する．

すなわち，B，C，Fがあては

まる．

最初と最後の変数の間に単語CHARA

CTERを入れ，それらの間をハイフ

ンでつなぐと，それらの間の文字変数

だけを指定できる．
NUMERIC－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

SASデータセットに含まれる

すべての数変数を指定する．

すなわち，A，D，E，G，1が

あてはまる．

キーワード　NUMERIC　を用いる．　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

CHARACTER－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

SASデータセットに含まれる

すべての文字変数を指定する．

すなわち，B，C，F，Hがあて

はまる．

キーワード＿CHARACTER＿を用い
る．

ALL－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

SASデータセットに含まれる

すべての変数を指定する．

キーワード　ALL　を用いる．　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一

　15」　インターフェイス

　ここでは，他の統計パッケージとのインターフェイスをとるためのCONVERTプロシジャについて

述べる．このプロシジャは，Data－text，OSIRIS，BMDP，SPSS等で作成したデータセットを，

SASデータセットに変換する機能を持つ．しかし，ここでは，本センターで使用頻度の高いSPSSと

のインターフェイスに限って述べる．従来SPSSを使用してデータ解析を行ってきた利用者も，この

CONVERTプロシジャでSASデータセットを作成することにより，容易にSASに乗り移れる．以下

に形式を示す．

PROC　CONVERT　　　　オプション　；
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解　　　　説

ここで，関連するオプションのみ以下に挙げる．

　i）　SPSS＝DD名　……入力するSPSSのシステムファイルをDD名で指定する．そのため，そ

　　　　　　　　　　　　　のファイルを前もってそのDD名で割り当てておく必要がある．

　ii）OUT＝SASデータセット名　一・・変換結果を格納する出力SASデータセット名を指定する・

　　　　　　　　　　　　　そこで，以下の例に示すように，そのSASデータセットを格納するSAS

　　　　　　　　　　　　　データライブラリを，前もって割り当てておく必要がある．

　また，この変換に際して，ある変数を落したり，変数名を変更したりするために，14で述べた

KEEP，DROP，RENAME，FORMATステートメントが使用できる．

　ただ一つ，このCONVERTで変換できないものがある．それは，変数の値のラベル（value　la－

bels）である．これについては，後述するFORMATプロシジャにより，新たに自分で定義するしか

ない．また，SPSSでは，文字変数の値は4バイトまでなので，　SASに変換された後の文字変数も

4バイトの長さに設定される．

　例

　　　R識f緬P88）d・｛・P・・d・・d・ヒ・）・h　　　　　’’’’”①

　　　1：熾f｛°uセ8a8）da（8a8d8・data，　ne　c・セ・e1・P（2°2°1……②

　　　8a8

　　　　1？pr。c　c。nverセ8P88・in8ps8。ut牢。ut8a8．te8t　3　　……③
　　　　2？　　：un　3
　　　　3？P【oc　c。nセentg　data．out8a8．test，　　　　　　……④
　　　　4？　　【un　3

　①で，入力するSPSSのシステムファイルSPSSDS．　DATAを，　DD名INSPSSで割り当てた・

②で，変換結果を格納するSASデータライブラリSASDS．　DATAを，　DD名OUTSASで割り当て

た．③で，CONVERTプロシジャを呼び出し，変換結果をSASデータセットTESTとして作成し

た．④では，16．2．1で述べるCONTENTSプロシジャにより，新たに作成したSASデータセット

TESTの内容記述部（ドキュメンテーシ・ン部）を出力している．このように，　SASデータセット

の作成や更新のたびに，その内容記述部を出力しておくことは，後々の管理のために大いに役立つ．

16．SASユーティリティズ

　SASユーティリティズに含まれるプロシジャを，以下の2つに大別して概説する．

　i）一般的なユーティリティズ……SORT，PRINT，FORMAT，EDITOR

　ii）sAsデータセット全体に関わる処理のためのユーティリティズ・一・CONTENTS，COPY，

DELETE，DATASETS
　このうち，i）のEDITORについては，すでに7で述べたので省略する．また，　FORMAT｝ごつい

ては，次の機会に譲る．

161　一般的なユーティリティズ

　16．1．1　SORTプロシジャ

SORTプロシジャは，　SASデータセットのソーティング，すなわち，オブザベーションの並び換
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解　　　　説

えによるサブセット化のために用いる．前述したように，MERGE，UPDATEステートメントを用い

る場合，あるいはBYステートメントによりサブセット毎の処理をしたい場合には，このSORTプロ

シジャで，前もってソーティングしておく必要がある．以下に形式を示す．

PROC　SORT　［DATA＝SASデータセット名］［OUT＝SASデータセット名］；

　このプロシジャは，必ずその後にBYステートメントを伴い，このステートメントにソートのキー

となる変数のリストを指定する．DATA＝，OUT＝オプションは，次のように指定する．

　i）DATA＝SASデータセット名…一・・ソートの対象となるsAsデータセット名を指定する．省

略すれば，この時点に最も近い，以前に作成されたSASデータセットを指定したことになる．

　ii）OUT；SASデータセット名一・・…ソートした結果を格納するSAsデータセット名を指定する．

省略すれば，ソートの対象とした元のデータセットに出力される．この場合，もう少し詳しく言うと

次のようになる．ソートした結果は，新しいデータセットに格納され，それに元のデータセット名が

付加されて，その後，元のデータセットは消去される．

　文字変数の値にっいては，小さい方から大きい方への値の順序，すなわち文字の昇順（ascending

order）の順序は，次のようである．

blankぐ．〈（＋1＆！＄つ；「一／，％＿〉～：＃＠’＝”

abcdefghilklmnopqrstuvwxyz

ABCDEFc別KLMNOPQRSTuvwxYz
O123456789

また，数変数の値については，昇順に次のようになる．

missing　values（．＿　．　．A　to．Z）

numeric　value5

　なお，降順（de8cending　order）にソートしたい時には，　BYステートメントで，キー変数の前

にキーワードDESCENDINGを指定してやればよい（例参照）．

　例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①で，図35に示したSASデータセットCIRC
　　1？　proc　809ヒdatao8ave・circle
　　i；　　by　d：：：：（3宝：；glex8　　　　・・……①　　LEを，まず変数SEXで降順にソートし，その結
　　4？　　　　　　　　　　de8c●ndlng　weight　　，

　　5？　　9皿　，　　　　　　　　　　　　　　　果のサブセットを更に変数WE　I　GHTで降順にソ
　　67　Pピocp【1nヒ　　，
　　；；　；1：1°，data’et　de88°「t　8　　　　　　　一トした．その結果を図36に示す．この場合，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソートの対象としたCIRCLE’もそのまま保存し

ておきたいので，OUT＝オプションを指定し，別の一時的SASデータセットDESSORTに出力し

ている．
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解　　　　説

DATA　S8T　c】【RCLE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D∧TA　SS「r　D89SOR？

OBS　ID　　tO卍18　　　　∧Gε　SEX　W81GHT　PULSE　　XI　　X2　×3　　　　　　　　　0BS　ID　　HA闘B　　　　AGE　SEX　W81GIIT　PULSE　　XI　　X2　×3

　】」　310　YAHAHOTO　27　　　F　　　62．9　　　64　　　　36　　　．　D　　　　　　　　　　　　　　1　110　TOYODA　　　45　　　ト1　　90．6　　　72　　　　73　　79　B
　2　310　HハRA　　　　17　　　n　　　49・1　　　52　　　　92　　87　A　　　　　　　　　　　　　2　310　NISIl10TO　65　　　n　　　72．3　　　64　　　　76　　82　B
　3　210　NAGAS1“A　19　　　F　　　58・5　　　68　　　100　　96　∧　　　　　　　　　　　　　　3　110　SAIrrOH　　　66　　　H　　　68．4　　　68　　　　40　　　・　D

　4110TO～「ODA　45　11　90・6　72　　73　79　B　　　　　　　4110　t1AKAHATA　58　11　61．1　60　　64　72　C
　5210択OHtOO　 13　P　28・4　64　 45　60　D　　　　　　 5310　KOB∧YAS151　｝1　58．6　50　 81　58　C
　6110Yハ｝仏KORA　25　H　50・2　62　 69　58　C　　　　　　 6110　YA｝mKUR瓦25　｝1　50．2　62　 69　58　C

　71106AITOH　66　t1　68．4　68　 40　．D　　　　　　73】LO　KAKEFU　42　n　49．2　68　 60　．C
　8　310　BHOTO　　　24　　P　　42．5　　66　　　　・　100　A　　　　　　　　　　　8　3】」O　IIARA　　　　17　　11　　49．1　　52　　　92　 87　A

　9110NAKAHATハ58　H　61．1　60　 64　72　C　　　　　　 g310　Y酎1A【｛OTO　27　F　62．9　64　　36　・D
10　2】LO　KOI込TU　　　19　　　P　　　33．8　　　60　　　　90　　68　B　　　　　　　　　　　　10　210　｝1AGハSlnA　19　　　F　　　58．5　　　68　　　100　　96　A

11　210　HAKANISI　60　　　F　　　52．7　　　58　　　　84　　80　B　　　　　　　　　　　　11　310　A”ハGUTエ　　31　　　P　　　56．5　　　50　　　　　．　　32　D

12　310　RARεPU　　　42　　　n　　　49・2　　　68　　　　60　　　．　C　　　　　　　　　　　　12　210　t1AKAnlSI　60　　　F　　　52・7　　　58　　　　84　　80　B

13310A脚AGUTI　31　F　56・5　50　　・　32　D　　　　　　13110　r仏TUORA　33　F　42．7　64　　49　24　D
14　310　ROBAYAS1　51　　　H　　　58．6　　　50　　　　81　　58　C　　　　　　　　　　　　　14　310　EHO㌘0　　　　24　　　P　　　42．5　　　66　　　　　．　100　A

15　110　貼TU㎜　36　　　F　　　38．8　　　64　　　　43　　　・　D　　　　　　　　　　　　　l　5　110　ttATUBARA　36　　　P　　　38．8　　　64　　　　43　　　・　D

16　310　，1181↑10TO　65　　　H　　　72．3　　　64　　　　76　　82　B　　　　　　　　　　　　16　210　KOn八TU　　　19　　　P　　　33・8　　　60　　　　90　　68　8

】」7　110　HATUOKA　　33　　　■　　　42．7　　　64　　　　49　　24　D　　　　　　　　　　　　17　210　KOI恥ハ0　　　 13　　　F　　　28・4　　　64　　　　45　　60　D

図35．SASデータセットCIRCLEの　　　　図36．図35のCIRCLEを，変数SEXで降順に，
　　　内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次いで変数WE　IGHTで降順にソーティングし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た結果のSASデータセットDESSORTの内容

　161．2　PRINTプロシジャ

　PRINTプロシジャは，　SASデータセットの内容（データ部の各オブザベーションのデータ値）の

出力や，簡単なレポート作成のために用いる．以下に形式を示す．

PROC　PRINT　　［オプション］［DATA＝SASデータセット名］　；

オプシ・ンについては，マニュアル［5］を参照されたい．このPRINTプロシジャに続いて指定で

きるステートメントのうち，有用なものを以下に挙げる．

　i）BY　変数リスト；一・・各BYグループ毎に分離して出力させる場合に，そのキーとなる変数

　　　　　　　　　　　　　　を指定する．当然，対象となるSASデータセットは，前もってそのキ

　　　　　　　　　　　　　　ー変数でソーティングされていなければならない（例参照）．

　ii）VAR変数リスト；・…・・出力したい変数およびその順序を，変数リストに指定する．省略すれ

　　　　　　　　　　　　　　ば，すべての変数の値が出力される．

　iii）ID　変数名；・………・・これで指定した変数の値が，各オブザベーションの行の最初に出力さ

　　　　　　　　　　　　　　れる．省略すれば，そこにはオブザベーションの番号が出力される．

　iv）SUM変数リスト；一・・これで指定した変数の合計が出力される．

一 507一
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解　　　　説

例

　　　17　　PピOC　80ピt　data●8av●・ci【Cle

　　　；；　、，°：：：Pピ18°‥　　 ’’’’’” ① 　　　　　・・…
　　　4？　　mn，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NM¢　AG8　WEIGIIT　PULSE
　　　5？　　P‘oc　p9」」nt　　，　　by　8ex　　3

　　　6？　　　　　1d　n餉e　，　　　　　　　　　　……・1②　　　　　　　　　　　　　　Yハ11MOTO　27　　62・9　64
　　　7？　　　　　　　　　var　age　weighセ　pu18e　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NAGASIHA　l9　　　　58．5　　　68
　　　87　　　　　　　　　8um　旬elght　pu1●e　　∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KOH｝10　　　　13　　　　28・4　　　64

　　　9？　　　　　　　「un　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8nOTO　　　　24　　　　42・5　　　66

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KOnATO　　19　　　33．8　　60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NAKANISI　60　　　　52．7　　　58
①で，図35で示したSASデータセットCIRCLEを，変数　　　　㌫言：1も；；　il：；ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HATUORA　　33　　　　42．7　　　64
SEXでソートし，サブセット化した．②で，　BYステートメ　　　　；；元一一一一“　　：；：：；；；；

ントに，そのSEXを指定し，サブセット毎の出力をしている．　　　　s8x幽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hハ」14E　　　　　J、GE　W81GIIT　PULSE
この時，IDステートメントで，変数NAMEの値を各行の最初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HARA　　　　17　　　49．1　　　52
に出力し，VARステートメントで，変数AGE，WE　IGHT，　　　　　霊1實器RA；i　ll：；　；；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SAエ「rOH　　　66　　　　68．4　　　　68
PULSEのみの値をこの順に出力し，後者2つの変数について　　　　‖；器：；T＾i；　1｝：；　13

は，SUMステートメントでその合計も出力している．出力結果　　　　52器1鵠；器　ll：i　器

を図37に示す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s8x　　　　竺二三。：三三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　916．3　　1054

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図37．図35のCIRCLEを，変数

162SASデータセ・ト処理のためのユーティリティズ 　［霊のサブセット毎咄力

　　16．21　CONTENTSプロシジャ

　CONTENTSプロシジャは，　SASデータライブラリのディレクトリの出力，各SASデータセット

の内容記述（データセット属性，作成日付，データセットを作成するために用いたSASステートメ

ント，変数名，変数の型∫長さ，フォーマット，それに付加したラベルなど）や履歴情報の出力のた

めに用いる．SASデータセットの作成や更新のたびに，これらの情報を出力し，ドキュメンテーシ・

ンとして残しておけば，後々の管理は大いに楽になるであろう．以下に形式を示す．

PROC　CONTENTS　［オプション］［DATA＝SASデータセット名］；

DATA＝オプションで，含まれるすべてのSASデータセットを指定するのに，キーワード＿ALL＿

が使用できる（例1参照）．以下に，有用なオプションの幾つかを挙げる．

　i）DIRECTORY　－・・SASデータラィブラリ（OSデータセット）のディレクトリ，すなわ

　　　　　　　　　　　　　　　ち，それに含まれるすべてのSASデータセットに関する情報を出力

　　　　　　　　　　　　　　する．

　ii）HISTORY　…………SASデータセットの履歴情報を出力する．現在の世代を十1とし，

　　　　　　　　　　　　　　　それより古い順に順次十2，非3……と名付けられている．通常，5

　　　　　　　　　　　　　　世代までの情報が格納されている．

　iii）NODS……一・・一一・DATA＝オプションにキーワード＿ALL＿を指定した時，各SASデ

　　　　　　　　　　　　　　　ータセットについての内容記述の出力は抑止したい時指定する．含ま

　　　　　　　　　　　　　　　れるSASデータセットが多い時は，これを指定した方がよい．
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解　　　　説

　iv）NOSOURCE　－・・SASデータセットを作成するために用いたSASステートメントの出力

　　　　　　　　　　　　　　を抑止する．

　例1．SASデータライプラリのディレクトリの出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①で，SASデータライブラリSASDLI
　　　alloc　f（8ave，　da｛8a8dlib．daヒal　8h　　　　　　……・1①
　　　R2旭Y　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B．　DATAをDD名SAVEで割り当てた．
　　　8a8
　　　　1？p，。。，。。t・・t・d・ヒ・・8・v・．一・11一。d・，”°…1②　　②で，データセット名の指定にキーワー

　　　　2？，　　　　ピun　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド＿ALL＿を指定したが，　NODSオプシ

ョンも同時に指定して，各SASデータセットの内容記述は出力しないようにした．こうすると，デ

ィレクトリ出力のみが得られる．出力結果を図38に示す．OSデータセットの属性や，各SASデー

タセット名，それに含まれるオブザベーションの数，それらが占めているトラック数などの情報を知

ることができる．②は，オプシ・ンDIRECTORYを追加して指定しても同じ結果が得られる・

COH「rENTS　PROC宮DURE
PHYSIC品　CHARACTεRISTICS　OP　OS　DATA　SET
DSNAH8■FOO37．SASDLIB．D∧TA　　UUIT●SySD∧　　　VOL■SER寅PUBO23　　SPAC8■｛TRK　7｛2，20D
DISP■OLD　　D即ICBロ　3350　DISK　　TRACKSIZ呂■　19069　BYTES
CRE込TSD　TU88DAY，　ハPRIL　21．　1981　　　　　　　　23　TRACKS　ALLOCAT8D　lN　4　EXT田NTS
COST　IP　DATA　STORεD　O圓LIN8●　SO．2760／DAY
COST　IP　DATハ　STORED　OPFLlN88　SO．0920／DAY
SAS　DATA　SεT　DIRBCTORY
N卍18　　　　　　　　●　OBS　　　TRACKS　　SUBEX「r8NTs

CIRCL居　　　　　　　17　　　　　　　1　　　　　　　1
ClRCLEIH　　　　　　　17　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

1・仏LCIRCL　　　　　　　　8　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

P8t1CIRCL　　　　　　　　g　　　　　　　　l　　　　　　　　　l

CIRCLBAD　　　　　　　21　　　　　　　　1　　　　　　　　1

CIRCLεX　　　　　　　　　8　　　　　　　　】L　　　　　　　　l

CIRCL8Y　　　　　　　7　　　　　　　1　　　　　　　1
EL8CTIOH　　　　　　　8　　　　　　　1　　　　　　　　1

C∧トmlDAT　　　　　　11　　　　　　　1　　　　　　　　1

TRANSCL　　　　　　　　　5　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

Hハ」STCL8　　　　　　　　　9　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

TO「rAL　TRACKS　US8D言　　　　　　12
HIGH　「rRACK　US8D　8　　　　　　　13

　　　　　　　　　図38、　SASデータライブラリのディレクトリ出力の例

例2．　SASデータセットの内容記述，履歴情報の出力

3？　proc　contenヒs　data＝5ave・m《1stcle　hi6tory　3　・・……、①
4？　　　　　run　，

　①で，例1と同じSASデータライブラリに含まれていたSASデータセットMASTCLE（図32参

照）の内容記述を出力している．この結果を図39に示す．この時，オプシ・ンHISTORYを指定し

たので，履歴情報も出力される．それを図40に示す．これを見れば，SASデータセットMASTCLE

がどのような経過のもとに作成されてきたか一目瞭然であろう．

　　16．2．2　COPYプロシジャ

　COPYプロシジャは，　SASデータライブラリの複写のために用いる．　SASデータライブラリは，

データセット編成がDAで，通常のTSSのCOPYコマンドでは複写できないため，このプロシジャを

使う必要がある．また，SASデータライブラリをディスクから磁気テープヘバックアップするのにも

使用できる（例2参照）．以下に形式を示す．

PROC　COPY　IN＝DD名1　0UT＝DD名2　；
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COI㎜H78　《オ　8h8　DA忽A　887　8AV●・田疏L8
㎜8　088D■1　　8088XΨB貯8■1　　01闘3BRVA？10988●9　　Clt8島？BD　8Y　308　POO37●
A7　14129　HO日0Aハf，　OC■OB闘　26．　1981　　　　　　B1「8A6　良BL朗68　79．38
08闘禽R1●●POO37・5ハβDL18●OA憶A　　島LR8188●2048　　LR配L■44　　0888RV瓦？10118　P居R　曾RACK■368
G田N蜘曾宮D　8Y　OA，A
ALP日A8B？XC　L18T　O■　VA艮工A8L28
　　　●　　VAR1A8L8　　τYP8　L卵GΨH　PO81TlO闘　　POR肌「r　　　　　　　　I酋PO㎜T
　　　　　　　　　　　　　　　LA88L

1　　NAHE　　　　　CHハR　　　　　　8　　　　　　　4

2S6X　CHハR　8　12
3　　W81GHT　　　　NtコH　　　　　　　8　　　　　　　20

4　　×1　　　　　　　㎜H　　　　　　 8　　　　　　28

5×2　　 e1UI1　　8　　36
十一一一一一一一一一一一一一一一一⇔一一一一一“一一一一一一一　SOURCε　S「rAT口4宮NTS　－一一一一一一一一一一声一一一一一一一一一一一一一一一一一

lDATA　SAV8・HA8TCLE　，
！　　S8「r　SAV宮．HASTCL　3

1　1p　HA118■．EI・10TO・　THEN　DEL8TE　；

l　Ip　HAH8●lNAKANISI・TH6閥　D呂LE思2　5
1　1P　｝1A11B●．SAITOH　l　TH罵N　DBL居丁6　8
1

十一一一一一一一一一一一一●一一一一一一一一一一一一一一一一一一●w－一一一一一一一一一一●一偶一一一一一一一一一錫一一一一一一一一●一一一一●一一一一一一一●

図39．図32に示したSASデータセットMASTCLEの内容記述の出力例

・．．・．HISTORY●・…

SAS　DATA　S顧　書2　1N　G居NBRAT工O｝11　日AS　USεD　IN　CRE左rlNG　DA「rA　S8T　●1
CREA憤！8D　BY　JOB　FOO37善　　AIP　l4829　！・IONDAY．　OCTOBER　26ψ　1981

8Y　SAS　RELE込SE　79・3B　　DSNAHE・FOO37．SASDLIB．DATA　　BLKSI2882048　　LR8CLロ44
0BS8RVA「rlOt1S　PBR　TRACK■368　　GEN8RATBD　BY　PR㏄　SORT
．．．．．HlSTORY．．◆．．

SAS　DATA　S8「r　●3　nl　GENERA「r工ON　2　WAS　USED　IN　CREハTlNG　DA「PA　S8T　e　2
CR8ATED　BY　JOB　POO37書　　AT　14329　HO11DAYワ　（X叉OB8R　26・　】L981
BY　SAS　ReL8AS8　79．3B　　DSNAn6冶SYS81299・T142907・SVOOO．POO378・ROOOOOO3
BLKS工28●2048　　LRECL■44　　0BSERVAT10US　P6R　ΨRハCK●368　　GBN8RAT宮D　EY　DATハ

十一一一一●一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　SOURCE　STAIP呂HBNTS　－一一一一一一已一一一一一一一←一一一一一一一一一声亀一一

｜DA「PA　ハLBC　8

1　SBT　SAVE．CIRCLE　3
1　　　1P－N＿GT　12　「rHBN　D8LET呂　3
1　　　DROP　ID　AGE　POLSE　X3　，
1

4レ●●一一一一一一一一一一一’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一亀一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一●一一●一一鞠一一

．．．．．HISTORY．．．．．

S∧S　DATA　S宮「r　●4　1N　G日NERA「rlOU　3　WAS　US8D　IN　CR臥TING　DATA　SE怜　書3
CR8AT8D　BY　JO8　FOO37●　　AT　】」4333　TU呂SDAYワ　APRIL　2】L　o　1981
EY　SAS　ReLBAS呂　79．3B　　DSNAn居■POO37．SASDLID．DA！rA　　INPIL8｛DSN■POO37．8A8DT．DA「rA
VOL■S8R■PUBO27）　　BLKSI呂Eロ2048　　LR8CL■76　　08SERVATIO｝1S　P8R　TRハCRロ216
G呂NgRAT8D　8Y　DATA
＋一一一一一一一一一一一s－一一一一一一一一一一一一一一一一一　SOORCB　STATE818NTS　－一一一一’一一一已一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

lDATA　S八VE．CIRCLE　8
1　　1NPlL8　】［N　8

1　　　1NPUT　ID　｝湖E　S　AG8　8EX　S　W81GHT　PULS8　×1　×2　×3　＄　，
1

十一一一●一●一一一一一一一一一一一匂一一一一一一一一一一一一一一一一一一一s●一一一一一一一・●一一一一一一一一一∨●一●一一一一一一一一一一一一一一一一一一

図40．図32に示したSASデータセットMASTCLEの履歴情報の出力例
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解　　　　説

　IN＝オプションでは，複写される入力SASデータライブラリをDD名で指定する．　OUT＝オプ

ションでは，複写先の出力SASデータライブラリをDD名で指定する．そのため，いずれのデータ

ライブラリも，前もってそれらのDD名で割り当てられている必要がある．以下に，このプロシジャ

に続いて指定できるステートメントについて述べる．

　i）　SELECT　SASデータセットリスト；・一・入力SASデータラィプラリに含まれる幾つかの，

　　　　　　　　　SASデータセットを選択して複写する時，そのデータセット名のリストを指定

　　　　　　　　　する．この時，前方一致文字列を指定するために，コロン（：）が使用できる．

　　　　　　　　　例えば，データセット名としてABC：と指定すると，　ABCで始まるすべての

　　　　　　　　　データセット名（ABC，ABCDE，ABCXYなど）を指定したことと同じである．

　　　　　　　　　　このステートメントを省略すれば，すべてのSASデータセットが複写される．

　ii）EXCrUDE　SASデータセットリスト；一・・複写から除外したいSASデータセット名のリス

　　　　　　　　　　トを指定する．この場合も，前方一致文字列の指定のためにコロンが使用できる．

SELECTとEXCLUDEは，排他的なステートメントなので，同時に指定してはならない．

　例1．

alloc　f｛from）da｛8asdlib・daヒa｝8h　　　　　　　’・◆・”・①
R呂ADY
alloc　f仕o）da｛sa8d9・data）ne　ca　t　re18pl2020⊃　……・②

忠Y
；；P「°cc°Pζ。擬【：里，：呈：：t°㍉　　　　……・③

　3？　　　　run　3

　4？　pmc　contenヒs　data8ヒo．＿a11＿nod8　，　　　　’”…・④
　5？　　　　run　7

①で，入力側のSASデータライブラリSASDLIB．DATAをDD名FROMで割り当てた．その中

には，図38で示した11個のSASデータセットが含まれている．②で，複写先の出力SASデータ

ライブラリをDD名TOで割り当てた．③で，　COPYプロシジャを呼び出し複写しているが，この時

SELECTステートメントに，前方一致文字列指定の：を用いているため，　CIRCLEで始まる名前

を持つSASデータセットがすべて選択されて複写される．④で，その出力SASデータライブラリの

ディレクトリを出力した．その結果を図41に示す．図38と比較すれば，CIRCLEで始まる名前を

持つ5個のSASデータセットが複写されたことが分かるであろう．

CONTEN「rS　PROCBDURε
PHYSIC八L　CH品ACT8RISTICS　OP　OS　DハΨA　SET
DSNA飼呂■POO37．SASDS・DATA　　Uト1工丁■SYSDA　　　VOL●SBR●PUBO35　　SPAC8■（「rRR，（20920，，
DISP■N蹄，　D因VIC8●　3350　DIS罵　　TRACKS12E■　19069　BYT88
CReArP8D　THORSDAY，　OCTOBBR　29，　1981　　　　6　TRACKS　ALIρCAT宮D　IN　1　8XT8M！S
COST　IF　DATハ　STORED　OHLINE●　＄0．0720／DAY
COST　IP　DATA　S？OR8D　OP『LIN8■　SO．0240！DAY
SA8　DA哩FA　S8「r　DIR8CTORY
N卍1B　　　　　　　●　OBS　　　TRACK8　　SUB8xrrENΨS

CIRCLB　　　　　　　17　　　　　　1　　　　　　　1
CIRCLEIN　　　　　　17　　　　　　1　　　　　　　1
CIRCLE込D　　　　　　21　　　　　　1　　　　　　　1
CIRCL居X　　　　　　　　8　　　　　　　1　　　　　　　1
CXRCL8Y　　　　　　　　　7　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

㎜AL　「rRACKS　OS£D　3　　　　　　6

HIGH　TRACK　US8D　3　　　　　　　　6

図41．　図38のSASデータライブラリSASDLIB．　DATAから，複写により作成された
　　　SASデータライブラリSASDS．　DATAのディレクトリの出力
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解　　　　説

例2．ディスク上のSASデータラィブラリSASDLIB．　DATAを，磁気テープにデータセット名

SASBACKUPでバックァップする．

　　　／／　　　EXEC　SAS

　　　／／FROM　　　　DD　DSN＝F9999．　SASDLIB．　DATA，DISP＝SHR

　　　／／TO　　　　　DD　DSN＝SASBACKUP，DISI）＝（NEW，KEEP），

　　　／／　　　　　　　　LABEL＝（1，SL），VOI」＝SER＝ABCDEF，UNIT＝OPNMTA

　　　／／SYSIN　　　DD　＊

PROC　COPY　IN＝FROM　OUT＝TO　；
！〃

　　16．23　DELETEフ゜ロシジャ

　DELETEプロシジャは，　SASデータセットの消去のために用いる．消去された部分は空領域とな

ってしまうが，その後作成されるSASデータセットに対して，なるべくデータライブラリの先頭に

近い空領域から埋めることをSASが自動的に行うため，それらを気にする必要はない．このプロシ

ジャのように，SASデータライブラリの中味の変更を伴う処置に対しては，　DISI）パラメータに

OLDと指定しないと，　SASはエラーメッセージを出力し処理を中止してしまうので注意が肝要であ

る．以下に形式を示す．

PROC　DELETE　［DATA＝SASデータセットリストコ；

例

alloc　f｛dell　da（8a8d8・daセa）01d　　　　　　　　　　　　…・…◎
R呂ADY
8a8
　1？　Pgoc　deleセe　daヒa■de1・circlex　de1・circley　3　　・・…・・！②
　2？　　　　　run　，

　3？　pxoc　cont帥セ8　data■de1・＿a11＿nod8　，　　　　　　＿＿・1③
　4？　　　　　【Un　3

　①で，図41に示したSASデータライブラリSASDS．　DATAをDD名DELで割り当てた．OLD

オペランドを指定していることに注意．②で，その中に含まれるSASデータセットCIRCLEXと

CIRCLEYを消去している．③で，消去の確認のためにディレクトリを出力している．その結果を

図42に示す．

COUTENTS　PR㏄8DUItE
PHySICAL　CHARACT8RISTICS　OF　OS　DATA　SE「r
DS｝1AH8口POO37．SASDS．DAIP∧　　U闘ITロSYSDA　　　VOL■S8R■PU8035　　SPAC8■｛TRK．（6，20”
DISP●OLD　　D宮VIC尼■　3350　DISK　　TRACKSI28■　19069　BYT8S
CRεA？°居D　！rH口RSDAy，　OCTODER　29，　ユ9θ1　　　　6　TRハCKSハLL㏄ハT21）　1N　l　EXTENTS
COST　IF　DみTA　STOR8D　OnLlnE●　SO．0720／DAY
COST　I　P　DA「TA　STOR8D　OFPL1闘8ロ　＄0．0240！DAY

SハSDATA　S8T　DIRecTORY
1碩n呂　　　　　　　魯　OBS　　　TRれCKS　　SOBSXT8HTS

C工RCLE　　　　　　　　17　　　　　　　　1　．　　　　　　1

C工RCL81U　　　　　　l7　　　　　　　1　　　　　　　1
CIRCLE盈D　　　　　　　21　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

TO？AL　TRACKS　US8D　8　　　　　　4
H工GH　TnλCK　OSBD3　　　　　　　　4

図42・　図41のSASデータラィブラリSASDS．　DATAから，　SASデータセット2個を消
　　　去した例
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解　　　　説

　　1624　DATASETSフ゜ロシジャ

　DATASETSプロシジャは，　SASデータセットのリスト（一覧），消去，　SASデータセット名

の変更（rename）などのために用いる．この場合も，　DELETEプロシジャと同様，　DISPパラメ

ー タにOLDと指定する必要がある．以下に形式を示す．

PROC　DATASETS　DDNAME　＝DD名　［オプションコ；

DDNAME＝オプシ・ンには，処理したいSASデータセットの格納されているSASデータライブラ

リのDD名を指定する．そのため，そのSASデータライブラリは前もって割り当てられている必要が

ある．SASデータセット名のリストを出力したくない時は，オプシ・ンにNOLISTと指定する．以

下に，このプロシジャに続いて指定できるステートメントについて述べる．

　i）　DELETE　SASデータセットリスト；…一・・消去したいSASデータセットのリストを指定

　　　　　　　　　　　　　　　　　する．DDNAME＝オプションにDD名を指定しているので，1レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ベルネームの指定でよい．以下のステートメントも同様．

　ii）SAVE　SASデータセットリスト　；・・…・…保存したいSASデータセットのリストを指定

　　　　　　　　　　　　　　　　　する．このリストに指定されなかったSASデータセットはすべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　て消去される．

　iii）CHANGE　旧SASデータセット名＝新データセット名一・・；………SASデータセット名を

　　　　　　　　　　　　　　　　　変更したい時指定する．

　iv）EXCHANGE　SASデータセット名＝他のSASデータセット名……；……DDNAME＝オ

　　　　　　　　　　　　　　　　　プションで指定したSASデータライブラリ中のSASデータセッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト間で，データセット名を交換したい時指定する．

　その他，周期的に作成されるような多数のSASデータセットについて自動リネームの機能を与える

AGEステートメントがあるが，これについてはマニュアル［5］を参照されたい．

例

　　　　　・aUoc　f｛8ave，　da（6a8d8・daヒa，01d　　　　　　　　・・…・・①

　　　　　欝Y

　　　　　　i；P¢°c蒜：ヒ＝訳：：㌫：、。；。，　　…一②
　　　　　　3？　　　　　　　8ave　clgcleod　clrclebc　　，
　　　　　　4？　　　ごun　8

①で，図42に示したSASデータライブラリSASDS．　DATAをDD名SAVEで割り当てた．②で，

その中に含まれるSASデータセットCIRCLEINをCIRCLEBCに名前変更をし，　CIRCLEADと

CIRCLEBCのみ保存しようとしている．②の実行結果を図43に示す．変更前後のディレクトリが

出力され，処理の内容が一目で分かる．

＿
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解　　　　説

　　　DSNA148ロPOO37．SA8DS．DA「rA
　　　L16T　OF　DA？入　SBTS　BB■ORB　UPDAT8　0■　DIR8C「PORY．
　　　N酬8　　　　　　　　　　　　0BS　TRACRS　PROΨ
　　　CIRCL8　　　　　　　　　　17　　　　　1
　　　CI艮CLB∧D　　　　　　　　　　21　　　　　　1
　　　ClRCL81N　　　　　　　　　　17　　　　　　1

　　　LIS聖OP　DATハS宮TS　AFTER　UPDAT8　0F　D工R8CTORY．
　　　N卍1B　　　　　　　　　　　　OB8　！rRACKS　PROT
　　　CIRCL8AD　　　　　　　　21　　　　　1
　　　ClRCL回8C　　　　　　　　　　17　　　　　　1

　　　　　3　1TRACKS　OSED
　　　　　6　TRACKS　ALIρCハTED
　　　　　4　H］【GH　rPRACK　US8D
　　　　　2　7RACKS　「『nAT　CAN　B8　R8LEASBD　FROn　O8　DATA　S宮？

　　　　　1　8XTBNTS

図43．図42のSASデータライブラリSASDS．　DATAについて．
　　　SASデータセット名の変更，消去を行った例
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